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時 主な学習活動 評価規準と主な評価方法

５
〜
８

○動物が酸素を取り入れ，二酸化炭素を出していることから植物
の呼吸について予想する。

・植物が酸素を出しているんだよ。
○植物にビニル袋を被せて，気体検知管を使って酸素と二酸化炭

素の割合を調べ，学習カードに記録　する。
・植物も呼吸している。呼吸によって酸素と二酸化炭素の割合が

変わる。
○植物が酸素を出している現象を観察する。
・オオカナダモから泡が出ている。酸素をつくっているんだ。
○植物が呼吸をしていることを知り，植物や動物の呼吸と空気の

かかわりについて，動画や図書などの資料を使って調べ，学習
カードに記録する。

・動物は植物がつくる酸素を取り入れている。
○地球環境と空気の流れについて動画，シミュレーションソフト

や図書などの資料を使って調べ，学習カードに記録する。

技① 動物や植物の生活を観察したり，資料を活
用したりしながら，空気を通した生物と環境
とのかかわりについて調べている。〈行動観
察，記録分析〉

思② 生物と空気とのかかわりを関係付けて調べ，
自ら調べた結果と予想や仮説を照らし合わせ
て推論し，自分の考えを表現している。〈記
録分析，発言分析〉

知① 生物は，空気を通して周囲の環境とかかわ
って生きていることを理解している。〈ペー
パーテスト等〉

９
〜
11

○動物の食べ物は，植物であったり動物であったりすることを確
認する。

○動物によって食べ物が違うことを動画や図書などの資料を使っ
て調べ，学習カードに記録する。

○調べたことから，自分の考えをまとめる。

思② 生物と食べ物とのかかわりを関係付けて調
べ，自ら調べた結果と予想や仮説を照らし合
わせて推論し，自分の考えを表現している。

〈記録分析，発言分析〉
知② 生物の間には，食う食われるという関係が

あることを理解している。〈ペーパーテスト
等〉

生き物は，空気とどのようにかかわっているのだろうか。

動物は，食べ物とどのようにかかわっているのだろうか。

生物の間には，互いに食う食われるという関係があること。

生物は，空気を通して周囲の環境とかかわって生きている。
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■単元の目標
　天体について興味・関心をもって追究する活動を通して，月の位置や形と太陽の位置の関係を推論する能力を
育てるとともに，それらについての理解を図り，月や太陽に対する豊かな心情を育て，月の形の見え方や表面の
様子についての見方や考え方をもつことができるようにする。

■単元の評価規準

関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 知識・理解

①月の形の見え方や月の表
面に興味・関心をもち，
自ら月の位置や形と太陽
の位置，月の表面の様子
を調べようとしている。

②月の形の見え方や月の表
面から自然の美しさを感
じ，観察しようとしてい
る。

①月の位置や形と太陽の位
置，月の表面の様子につ
いて予想や仮説をもち，
推論しながら追究し，表
現している。

②月の位置や形と太陽の位
置，月の表面の様子につ
いて調べ，自ら調べた結
果と予想や仮説を照らし
合わせて推論し，自分の
考えを表現している。

①月の形の見え方や月の表
面について，必要な器具
を適切に操作したり，映
像や資料，模型などを活
用したりして調べている。

②月の位置や形と太陽の位
置，月の表面の様子を調
べ，その過程や結果を記
録している。

①月の輝いている側に太陽
があることを理解してい
る。

②月の形の見え方は，太陽
と月の位置関係によって
変わることを理解してい
る。

③月の表面の様子は，太陽
と違いがあることを理解
している。

■本単元における評価のポイント
　「科学的な思考・表現」として，月の形や位置と太陽の位置の関係を推論し，モデルや図によって表現する活
動を通して，天体における月と太陽の位置関係についてとらえることができるようにする。「自然事象への関
心・意欲・態度」として，移動教室など宿泊を伴う学習の機会を生かすとともに，プラネタリウムなどを活用す
ることが考えられる。

■単元の主な展開と評価規準例

時 主な学習活動 評価規準と主な評価方法

１
〜
４

○月の形が変わる原因について話し合う。
○月の形について，太陽，月の位置関係をモデルを使いながら再

現する。
・満月のときは，月と太陽の間に地球がある。
・三日月のときは，月と太陽の位置が変わる。
○月の形について，太陽，月の位置関係で説明し，まとめる。

技② 月の位置や形と太陽の位置を調べ，その過
程や結果を記録している。〈記録分析〉

思② 月の位置や形と太陽の位置について調べ，
自ら調べた結果と予想や仮説を照らし合わせ
て推論し，自分の考えを表現している。〈記
録分析，発言分析〉

知①②月の輝いている側に太陽があることや，
月の形の見え方は，太陽と月の位置関係によ
って変わることを理解している。〈ペーパー
テスト等〉

５
・
６

○月の表面がどのようになっているか，予想する。
○月の表面の様子を図書等の資料やＶＴＲを使って調べる。
・月の表面はごつごつしている。
・クレーターという穴が空いている。
○調べたことを学習カードに記録する。

思① 月の表面の様子について予想や仮説をもち，
推論しながら追究し，表現している。

技① 月の表面について，必要な器具を適切に操
作したり，映像や資料，模型などを活用した
りして調べている。〈行動観察，記録分析〉

知③ 月の表面の様子は，太陽と違いがあること
を理解している。〈ペーパーテスト等〉

関② 月の形の見え方や月の表面から自然の美し
さを感じ，観察しようとしている。

理科 月と太陽

月の形は，どのように変わるのだろうか。

月の形の見え方は，太陽と月の位置によって変わる。

月の表面は，太陽と違いがあり，クレーターなどがある。

月の表面は，どうなっているのだろうか。
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■単元の目標
　いろいろな水溶液の性質や金属を変化させる様子について興味・関心をもって追究する活動を通して，水溶液
の性質について推論する能力を育てるとともに，それらについての理解を図り，水溶液の性質や働きについての
見方や考え方をもつことができるようにする。

■単元の評価規準

関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 知識・理解

①いろいろな水溶液の液性
や溶けている物及び金属
を変化させる様子に興
味・関心をもち，自ら水
溶液の性質や働きを調べ
ようとしている。

②水溶液の性質や働きを適
用し，身の回りにある水溶
液を見直そうとしている。

①水溶液の性質や働きにつ
いて予想や仮説をもち，
推論しながら追究し，表
現している。

②水溶液の性質や働きにつ
いて，自ら行った実験の
結果と予想や仮説を照ら
し合わせて推論し，自分
の考えを表現している。

①水溶液の性質を調べる工
夫をし，リトマス紙や加
熱器具などを適切に使っ
て，安全に実験をしてい
る。

②水溶液の性質を調べ，そ
の過程や結果を記録して
いる。

①水溶液には，酸性，アル
カリ性及び中性のものが
あることを理解している。

②水溶液には，気体が溶け
ているものがあることを
理解している。

③水溶液には，金属を変化
させるものがあることを
理解している。

■本単元における評価のポイント
　「科学的な思考・表現」として，水溶液の性質や金属の質的変化について十分に説明するために，推論したこ
とを図や絵，文を用いて表現することが考えられる。

■単元の主な展開と評価規準例

時 主な学習活動 評価規準と主な評価方法

１
〜
３

○水溶液に何が溶けているか予想し，調べる方法を　これまで学
んだ方法をもとに考える。

○水溶液に溶けている物が何か調べる。

技② 水溶液の性質を調べ，その過程や結果を記
録している。〈行動観察，記録分析〉

知② 水溶液には，気体が溶けているものがある
ことを理解している。〈ペーパーテスト等〉

４
・
５

○リトマス紙を使って水溶液を仲間わけする。 技① 水溶液の性質を調べる工夫をし，リトマス
紙や加熱器具などを適切に使って，安全に実
験をしている。〈行動観察〉

知① 水溶液には，酸性，アルカリ性及び中性の
ものがあることを理解している。〈ペーパー
テスト等〉

６
〜
９

○塩酸にアルミ箔を入れて変化を観察する。
○見えなくなったアルミの行方について，図や文を用いて推論す

る。
○金属の変化について，図や文を用いて考える。

思② 水溶液の性質や働きについて，自ら行った
実験の結果と予想や仮説を照らし合わせて推
論し，自分の考えを表現している。〈記録分
析，発言分析〉

知③ 水溶液には，金属を変化させるものがある
ことを理解している。〈ペーパーテスト等〉

理科 水溶液の性質

水溶液には何が溶けているのだろうか。

水溶液には気体が溶けているものがある。

水溶液はどのような仲間にわけられるだろうか。

水溶液は，酸性，中性，アルカリ性に分けられる。

水溶液は金属を溶かすのだろうか。

水溶液には，金属を溶かし変化させる性質がある。
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■単元の目標
　土地のつくりや土地のでき方について興味・関心をもって追究する活動を通して，土地のつくりと変化を推論
する能力を育てるとともに，それらについての理解を図り，土地のつくりと変化についての見方や考え方をもつ
ことができるようにする。

■単元の評価規準

関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 知識・理解

①身の回りの土地やその中
に含まれる物，土地の変
化，土地の変化と自然災
害との関係などに興味・
関心をもち，自ら土地の
つくりと変化の様子を調
べようとしている。

②土地をつくったり変化さ
せたりする自然の力の大
きさを感じ，生活してい
る地域の特性を見直そう
としている。

①土地の様子や構成物など
から，土地のつくりと変
化のきまりについて予想
や仮説をもち，推論しな
がら追究し，表現してい
る。

②土地のつくりや変化の様
子について数地点の土地
の構成物を関係付けて調
べ，自ら調べた結果と予
想や仮説を照らし合わせ
て推論し，自分の考えを
表現している。

①ボーリングの資料や映像
資料などを活用したり，
安全に野外観察を行った
りしながら，土地のつく
りと変化の様子について
工夫して調べている。

②土地のつくりと変化の様
子を調べ，その過程や結
果を記録している。

①土地は，礫，砂，粘土，
火山灰及び岩石からでき
ており，層をつくって広
がっているものがあるこ
とを理解している。

②地層は，流れる水の働き
や火山の噴火によってで
き，化石が含まれている
ものがあることを理解し
ている。

③土地は，火山の噴火や地
震によって変化すること
を理解している。

■本単元における評価のポイント
　「観察・実験の技能」として，児童が土地のつくりや変化について実際に地層を観察する機会をもつようにす
るとともに，映像，模型，標本などの資料を活用することが考えられる。「自然事象への関心・意欲・態度」と
して，遠足や移動教室などあらゆる機会を生かすとともに，博物館や資料館などの社会教育施設を活用すること
が考えられる。

■単元の主な展開と評価規準例

時 主な学習活動 評価規準と主な評価方法

１
〜
５

○校庭の下の地面の様子を予想し，学習カードに記録する。
○ボーリング試料をみて，校庭の下の地面がどうなっていたのか

確認する。
○露頭に行って地層の様子を観察する。
○各層のサンプルについて，それぞれの粒の大きさや色などを虫

眼鏡や解剖顕微鏡で観察する。
○観察した結果を学習カードに記録する。

関① 身の回りの土地やその中に含まれる物，土
地の変化，土地の変化と自然災害との関係な
どに興味・関心をもち，自ら土地のつくりと
変化の様子を調べようとしている。〈行動観
察，発言分析〉

技① ボーリングの資料や映像資料などを活用し
たり，安全に野外観察を行ったりしながら，
土地のつくりと変化の様子について工夫して
調べている。〈行動観察〉

知① 土地は，礫，砂，粘土，火山灰及び岩石か
らできており，層をつくって広がっているも
のがあることを理解している。〈ペーパーテ
スト等〉

理科 土地のつくりと変化

地面の下の様子はどうなっているのだろうか。

土地は，礫，砂，粘土，火山灰及び岩石からできており，
層をつくって広がっているものがある。
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時 主な学習活動 評価規準と主な評価方法

６
〜
11

○地層がどのようにできたのかについて予想や仮説をもち，話し
合う。

○「水の働きでできたのではないか」という予想や仮説を基に，
実験計画を立てて，実験をする。

○「火山の噴火でできたのではないか」という予想や仮説を基に，
映像などの資料を使って調べる。

○調べたことを学習カードにまとめ，発表し合う。

思① 土地の様子や構成物などから，土地のつく
りと変化のきまりについて予想や仮説をもち，
推論しながら追究し，表現している。〈記録
分析，発言分析〉

技① 映像資料などを活用しながら，土地のつく
りと変化の様子について工夫して調べている。

〈行動観察，記録分析〉
知② 地層は，流れる水の働きや火山の噴火によ

ってでき，化石が含まれているものがあるこ
とを理解している。〈ペーパーテスト等〉

12
〜
15

○土地は長い年月をかけて変化していることから，何によって土
地は変化するのか話し合う。

○火山の噴火や地震によって，土地がどのように変化するのか資
料などを活用しながら，調べる。

・地震によって、崖崩れ，地割れ，断層，津波が起こる。
・地震は大変な災害につながるんだ。
・火山の噴火によって，地震が起こる。火砕流が起こる。
・溶岩や火山灰が噴出される。
○調べたことを学習カードにまとめ，発表し合う。
・火山の噴火や地震は土地のつくりを大きく変えるんだね。
・火山活動はある程度予知できるけど，地震は予知をしにくいか

ら怖いね。

技② 土地のつくりと変化の様子を調べ，その過
程や結果を記録している。〈行動観察，記録
分析〉

思② 土地のつくりや変化の様子について数地点
の土地の構成物を関係付けて調べ，自ら調べ
た結果と予想や仮説を照らし合わせて推論し，
自分の考えを表現している。〈記録分析，発
言分析〉

知③ 土地は，火山の噴火や地震によって変化す
ることを理解している。〈ペーパーテスト等〉

関② 土地をつくったり変化させたりする自然の
力の大きさを感じ，生活している地域の特性
を見直そうとしている。〈行動観察，発言分
析〉

土地は，どのようにしてできるのだろうか。

火山の噴火や地震によって，土地はどのように変化するのだろうか。

地層は，流れる水の働きや火山の噴火によってでき，化石
が含まれているものがある。

土地は，火山の噴火や地震などによって変化する。
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■単元の目標
　生活に見られるてこについて興味・関心をもって追究する活動を通して，てこの規則性について推論する能力
を育てるとともに，それらについての理解を図り，てこの規則性についての見方や考え方をもつことができるよ
うにする。

■単元の評価規準

関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 知識・理解

①てこやてこの働きを利用
した道具に興味・関心を
もち，自らてこの仕組み
やてこを傾ける働き，て
こがつり合うときの規則
性を調べようとしている。

②てこの働きを適用しても
のづくりをしたり，日常
生活に使われているてこ
の規則性を利用した道具
を見直したりしようとし
ている。

①てこがつり合うときのお
もりの重さや支点からの
距離を関係付けながら，
てこの規則性について予
想や仮説をもち，推論し
ながら追究し，表現して
いる。

②てこの働きや規則性につ
いて，自ら行った実験の
結果と予想や仮説を照ら
し合わせて推論し，自分
の考えを表現している。

①てこの働きを調べる工夫
をし，てこの実験装置な
どを操作し，安全で計画
的に実験やものづくりを
している。

②てこの働きの規則性を調
べ，その過程や結果を定
量的に記録している。

①水平につり合った棒の支
点から等距離に物をつる
して棒が水平になったと
き，物の重さは等しいこ
とを理解している。

②力を加える位置や力の大
きさを変えると，てこを
傾ける働きが変わり，て
こがつり合うときにはそ
れらの間に規則性がある
ことを理解している。

③身の回りには，てこの規
則性を利用した道具があ
ることを理解している。

■本単元における評価のポイント
　「科学的な思考・表現」として，てこ実験器を使って行った実験の結果について，支点からの距離とおもりの
重さの関係を表などに整理することを通して，てこの規則性をとらえるようにする。

■単元の主な展開と評価規準例

時 主な学習活動 評価規準と主な評価方法

１
・
２

○棒を使わないで重いもの（砂袋やブロック）を持ち上げてみる。
・棒を使ったら，一人でも動かせたよ。
○気付いたことや疑問に思ったことを話し合う。
・棒を工夫して使うと手応えが軽くなるぞ。
・手の位置やおもりの位置が関係している。

関① てこやてこの働きを利用した道具に興味・
関心をもち，自らてこの仕組みやてこを傾け
る働き，てこがつり合うときの規則性を調べ
ようとしている。〈行動観察，発言分析〉

理科 てこの規則性

棒をどのように使えば，重いものを簡単に動かしたり，持ち上げたりできるのだろうか。
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時 主な学習活動 評価規準と主な評価方法

３
・
４

○支点の位置を変えずに，おもりの位置と手ごたえの関係を予想
し調べる。

○分かったことや疑問に思ったことなどを話し合う。
・支点から作用点までの距離と手ごたえは，関係がありそうだ。
○力点と手ごたえの関係を調べる。
・力点が，支点に近くなるほど大きな力を必要とする。

思① てこがつり合うときのおもりの重さや支点
からの距離を関係付けながら，てこの規則性
について予想や仮説をもち，推論しながら追
究し，表現している。〈記録分析，発言分析〉

技① てこの働きを調べる工夫をし，てこの実験
装置などを操作し，安全で計画的に実験やも
のづくりをしている。〈行動観察，記録分析〉

知① 水平につり合った棒の支点から等距離に物
をつるして棒が水平になったとき，物の重さ
は等しいことを理解している。〈ペーパーテ
スト等〉

５
〜
８

○腕の片方のおもりの数と位置を固定した時，もう一方のおもり
の数と位置をどのようにした場合に釣り合うか調べる。

・支点からの距離とてこを傾ける働きの強さには，関係がありそ
うだ。

○片方の腕は支点からの距離とおもりの重さを固定し，力点を移
動しながら考える。

・学習カードに記録しておいたことを振り返り，左右の腕が釣り
合う関係を式に表す。

○表をもとに数式を導き出す。

技② てこの働きの規則性を調べ，その過程や結
果を定量的に記録している。〈行動観察，記
録分析〉

思② てこの働きや規則性について，自ら行った
実験の結果と予想や仮説を照らし合わせて推
論し，自分の考えを表現している。〈記録分
析，発言分析〉

知② 力を加える位置や力の大きさを変えると，
てこを傾ける働きが変わり，てこがつり合う
ときにはそれらの間に規則性があることを理
解している。〈ペーパーテスト等〉

９
・
10

○てこを使った道具を調べる。
・栓抜き　・くぎぬき　・はさみ　・ピンセット
・力を大きくしたい道具。（バールなど）
・小さな力や微妙な力で働かせたい道具。（パンばさみなど）

関② てこの働きを適用してものづくりをしたり，
日常生活に使われているてこの規則性を利用
した道具を見直したりしようとしている。

　〈行動観察，発言分析〉

棒を使った時，おもりや力を加える手の位置は，手ごたえと関係があるのだろうか。

てこが釣り合う時の条件はどのようになっているのだろう。

てこが釣り合っている時には，それらの間に同じ大きさの
力（「おもりの重さ」×「支点からの距離」）が，働いてい
る。

支点から力点の位置，作用点の位置が関係ありそうだ。

てこが釣り合っているときの左右の腕のおもりの数と支点からの距離の関係は，どのようなきまり
があるのだろうか。

身の回りのてこを使った道具の特徴を調べよう。
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■単元の目標
　生活に見られる電気の利用について興味・関心をもって追究する活動を通して，電気の性質や働きについて推
論する能力を育てるとともに，それらについての理解を図り，電気はつくったり蓄えたり変換したりできるとい
う見方や考え方をもつことができるようにする。

■単元の評価規準

関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 知識・理解

①電気の利用の仕方に興
味・関心をもち，自ら電
気の性質や働きを調べよ
うとしている。

②電気の性質や働きを適用
してものづくりをしたり，
日常生活に使われている
電気を利用した道具を見
直したりしようとしてい
る。

①電気の性質や働きとその
利用について予想や仮説
をもち，推論しながら追
究し，表現している。

②電気の性質や働きとその
利用について，自ら行っ
た実験の結果と予想や仮
説を照らし合わせて推論
し，自分の考えを表現し
ている。

①電気の性質や働きとその
利用の仕方を調べる工夫
をし，手回し発電機など
を適切に使って，安全に
実験をしている。

②電気の性質や働きを調べ，
その過程や結果を定量的
に記録している。

①電気は，つくりだしたり
蓄えたりすることができ
ることを理解している。

②電気は，光，音，熱など
に変えることができるこ
とを理解している。

③電熱線の発熱は，その太
さによって変わることを
理解している。

④身の回りには，電気の性
質や働きを利用した道具
があることを理解してい
る。

■本単元における評価のポイント
　「科学的な思考・表現」として，エネルギー資源の有効利用という観点から，電気の効率的な利用についてと
らえるようにする。このことについて，例えば，手回し発電機や蓄電器を用いて，発光ダイオードと豆電球の点
灯時間を比較すると，発光ダイオードが豆電球より長く点灯することなどからとらえるようにすることが考えら
れる。

■単元の主な展開と評価規準例

時 主な学習活動 評価規準と主な評価方法

１
〜
３

○手回し発電機で電気を作ってみる。
・発光ダイオードは回す向きによって明かりがつかない。
・豆電球と発光ダイオードどちらも電気がついた。
・発光ダイオードは電気の流れる向きがあるね。
・回しているときだけ明かりつくよ。作った電気を貯めていつで

も取り出して使えないかな。

関① 電気の利用の仕方に興味・関心をもち，自
ら電気の性質や働きを調べようとしている。

〈行動観察，発言分析〉
技① 電気の性質や働きとその利用の仕方を調べ

る工夫をし，手回し発電機などを適切に使っ
て，安全に実験をしている。〈行動観察，記
録分析〉

知① 電気は，つくりだしたり蓄えたりすること
ができることを理解している。〈ペーパーテ
スト等〉

理科 電気の利用

電気はどのようにして作られるのだろうか。

手回し発電機を使って電気を作り出すことができる。
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時 主な学習活動 評価規準と主な評価方法

４
・
５

○光電池で作った電気をコンデンサに貯めることができるか予想
し，実験の計画を立てる。

○コンデンサに電気が蓄えられたことを，明かりを点灯させたり，
モーターを回したりして調べる。

・発光ダイオードは豆電球に比べて長く点灯するぞ。
・発光ダイオードは少ない電気で明かりがつくぞ。
・充電時間が長い方が，たくさん充電できる。
○豆電球と発光ダイオードを比較して調べる。
・条件を揃えて比べてみよう。
○手回し発電機で作った電気をコンデンサに貯めることができる

か予想し，実験の計画を立てる。
・豆電球と発光ダイオードでは，手応えが違うぞ。
・発光ダイオードは少ない電気ですむのかな。
○手回し発電機を回す回数を数えて充電し，豆電球と発光ダイオ

ードの点灯時間を比較する。

思① 電気の性質や働きとその利用について予想
や仮説をもち，推論しながら追究し，表現し
ている。〈記録分析，発言分析〉

技② 電気の性質や働きを調べ，その過程や結果
を定量的に記録している。〈行動観察，記録
分析〉

知② 電気は，光，音，熱などに変えることがで
きることを理解している。〈ペーパーテスト
等〉

６
・
７

○電熱線の太さによって発熱の仕方が変わるか予想し，実験の計
画を立てる。

○実験で確かめる。
○実験結果を整理する。
○実験結果から考察し，電熱線の太さと発熱の仕方についてまと

める。

思② 電気の性質や働きとその利用について，自
ら行った実験の結果と予想や仮説を照らし合
わせて推論し，自分の考えを表現している。

　〈記録分析，発言分析〉
知③ 電熱線の発熱は，その太さによって変わる

ことを理解している。〈ペーパーテスト等〉

８
〜
12

○いろいろな発電方法を考え，ものづくりの構想を計画する。
・モーターに風車をつけて，明かりがつくか調べてみよう。
・風の力を利用して電気をつくり，貯めた電気で車を動かしてみ

よう。
○構想したものをもとにものづくりを行う。

関② 電気の性質や働きを適用してものづくりを
したり，日常生活に使われている電気を利用
した道具を見直したりしようとしている。

〈行動観察，発言分析〉

光電池や手回し発電機で電気を作ってためることができるのだろうか。

電熱線の太さによって発熱の仕方は変わるのだろうか。

光電池や手回し発電機で作った電気をコンデンサに貯める
ことができる。

電熱線の発熱は，その太さによって変わる。

電気を利用したものづくりをしよう。
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■ 評価の観点は，どう変わったのか
　現行の「社会的な思考・判断」が「社会的な思考・
判断・表現」へと改められ，それに伴い現行の「観
察・資料活用の技能・表現」が「観察・資料活用の技
能」へと改められた。つまり，表現の観点の位置付け
が変わったのである。
　それは，なぜか。この度の学習指導要領の改訂にお
いて，各学年の能力に関する目標に「考えたことを表
現する力」を育てることが，新たに加えられたからで
ある。

■ 社会的事象への関心・意欲・態度
　この観点では，「社会的事象に関心をもち，それを
意欲的に調べ，社会の一員として自覚をもってよりよ
い社会を考えようとしているか」を，例えば，社会的
事象への関心や追究意欲が高まっているか（学習問題
の設定時），追究意欲の持続やさらなる高まりが見ら
れるか（追究の段階），学んだことを活用し，よりよい
社会を考えようとしているか（単元の終末段階），など
に着目して評価する。

■ 社会的な思考・判断・表現
　この観点では，「社会的事象から学習問題を見いだ
して追究し，社会的事象の意味について思考・判断し
たことを適切に表現しているか」を，追究過程におけ
る発言，記述の内容など「話す」「書く」といった言語
活動の状況や，単元の終末における作品等から見とり，
思考力・判断力の育ちを評価する。
　つまり，ここでは思考・判断の結果としての表現
（表現された思考・判断の中身）を手掛かりにして，追
究のプロセスで発揮される思考力・判断力・表現力の

育ちを見とり，評価していくのである。そのためには，
調べたことを活用して考え，表現する場や機会を意図
的に設けること，思考力・判断力を発揮して取り組む
表現活動を工夫することなどに留意することが大切で
ある。

■ 観察・資料活用の技能
　この観点では，「社会的事象を的確に調査したり，
地図や地球儀，統計，年表などの各種の基礎的資料を
効果的に活用したりして，必要な情報を集めて読み取
ったりまとめたりしているか」を，見とり，評価する。
　その際，例えば，以下の技能が確実に習得できるよ
うに配慮することが大切である。
○�観点や質問事項を決めて，詳しく見たり聞いたりす
るなど，的確に調査する技能。
○各種の具体的資料を効果的に活用する技能。
・資料から必要な情報を的確に読み取る。
・資料に表されている事柄の全体的な傾向をとらえる。
・複数の資料を関連付けて読み取る。
・資料の特徴に応じて読み取る。
・必要な資料を収集・選択したり吟味したりする。
・資料を整理したり再構成したりする。

■ 社会的事象についての知識・理解
　この観点では，従来どおり「我が国の国土と産業の
様子，国土の環境や産業と国民生活との関連，先人の
業績や優れた文化遺産，日常生活における政治の働き
と我が国の政治の考え方，我が国と関係の深い国の生
活や国際社会における我が国の役割を理解している
か」を，見とり，評価する。

國學院大学教授　安野　功

社会科の新しい観点と評価規準のポイント（高学年）

社
会



6年 59

■ 社会の評価の観点及びその趣旨
観
点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・資料活用の技能 知識・理解

趣
　
旨

社会的事象に関心をもち，そ
れを意欲的に調べ，社会の一
員として自覚をもってよりよ
い社会を考えようとする。

社会的事象から学習問題を見
いだして追究し，社会的事象
の意味について思考・判断し
たことを適切に表現している。

社会的事象を的確に観察，調
査したり，各種の資料を効果
的に活用したりして，必要な
情報をまとめている。

社会的事象の様子や働き，特
色及び相互の関連を具体的に
理解している。

◆ 縄文のむらから古墳のくにへ	 60・61

◆ 武士の世の中へ	 62・63

◆ 今に伝わる室町文化	 64・65

◆ 戦国の世から江戸の世へ	 66・67

◆ 明治の国づくりを進めた人々	 68・69

◆ わたしたちの願いを実現する政治	 70・71

◆ 日本とつながりの深い国々	 72・73

社
会
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■小単元の目標
　狩猟・採集や農耕の生活，古墳について，遺跡や土器などの遺物や当時の想像図を観察したり，神話・伝承な
どを調査したりして調べ，当時の生活や人々のものの見方や考え方に関心をもち，農耕の始まりや大陸文化の伝
来が社会の変化をもたらし国土の統一へつながっていったことを考えるようにする。

■小単元の評価基準

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・資料活用の技能 知識・理解

①狩猟・採集や農耕の生活，
古墳などに関心をもって
意欲的に調べている。
②神話・伝承を調べ，国の
形成に関する考え方など
に関心をもっている。

①狩猟・採集や農耕の生活，
古墳について学習問題や
予想，学習計画を考えて
表現している。
②農耕の始まりや大陸文化
の伝来が社会の変化をも
たらし国土の統一へつな
がっていったことを考え
適切に表現している。

①狩猟・採集や農耕の生活，
古墳について，観点にも
とづいて想像図や文章資
料などを活用して，必要
な情報を集め，読み取っ
ている。
②調べたことをノートにま
とめている。

①米作りなどの大陸文化の
伝来によって生活や社会
の様子が変化していった
こと，大和朝廷が国土を
統一し，国としての日本
の形がしだいにできあが
ってきたことを理解して
いる。

■本小単元における評価のポイント
　第 6学年の歴史学習の最初の単元である。そこで，歴史的事実について学習問題をつかむ段階において，「関
心・意欲・態度」の観点で評価することが大切になる。また，歴史的事実について調べたりまとめたりする活動
については「観察・資料活用の技能」の観点で評価することが大切になる。更に，「社会的な思考・判断・表
現」の観点では，「大和朝廷が国土を統一した意味」を考えさせ，時代の特徴を表すキャッチフレーズやその言
葉にした理由から学習状況を評価することが大切である。

■単元の主な展開と評価規準例�

時 目　標 主な学習活動 主な評価規準と評価方法（★）

１
〜
２

☆大昔のくらしや道具などに
関心をもち，当時の生活の
様子について調べるための
学習問題をつかみ，学習計
画を立てることができる。

・縄文土器や弥生土器，縄文時代
と弥生時代の想像図を比べて２
つの生活の違いや共通点を調べ
る。
・疑問を整理して学習問題をつく
り，予想を話し合い，学習計画
を立てる。

関①資料を比べて気付いたことをノートに記述
し，調べようという意欲を高めている。
★発言，ノートの記述
思①学習問題に対する予想と調べる観点や方法
を具体的に書いている。　
★ノートの記述

気づいたこと

・米づくりのための道具ができた。

・指導者が人々をまとめているようだ。

・食料をたくわえるところがある。

調べてみたいこと

・米づくりのむらがどう変わっていったのか。

・米づくりのほかに大陸から伝わって

　きたものは何か。

社会 縄文のむらから古墳のくにへ

米づくりの広がりによって世の中の様子はどのように変わっていったのだろう。



社
会

6年 61

時 目　標 主な学習活動 主な評価規準と評価方法（★）

3

☆米作りの広がりによる村の
様子の変化を調べることが
できる。

・米作りが始まったことにより，
どのような生活の変化があった
のかを調べ，表にまとめる。

資①②調べる視点にもとづいて，教科書，資料
集等の資料から必要な情報を集めて読み取り，
表に整理してまとめている。
★作業の様子，ノートの記述

4

☆大陸文化の伝来が生活や社
会の変化をもたらしたこと
について理解することがで
きる。

・大陸から伝わった技術や道具な
どについて調べ，生活の変化の
理由を考えてノートに記述して
話し合う。

知①米作りなどの大陸文化の伝来によって生活
や社会の様子が変化していったことを分かっ
ている。
★ノートの記述，発表の内容

5

☆古墳や大和朝廷について調
べ，国土が統一されるまで
の様子を理解することがで
きる。

・資料を活用したり，身近な地域
の古墳について見学調査したり
して調べる。

・大和朝廷が国土を統一していく
様子を文章資料や神話等を活用
して調べ，王の登場が国をどの
ように変えていったのかをノー
トにまとめる。

資①古墳をつくった目的や造り方，古墳のもつ
意味について資料から必要な情報を集めて読
み取っている。
★ノートの記述
関②国の形成に関する考え方に関心をもってい
る。
★ノートの記述

6

☆大昔のくらしは狩猟や採集
から始まり，大陸文化が伝
わることで生活や社会が変
化し，国の統一へとつなが
ったことを表すキャッチフ
レーズとその理由を 600 字
程度の文にまとめ，表現す
ることができる。

・大昔の時代の特徴を表すキャッ
チフレーズとそう考えた理由を
ノートに記述し，発表し合う。

思② 時代の特徴を表すキャッチフレーズを考え，
その根拠を示しながら説明している。
★キャッチフレーズ，ノートの記述，発表

知①大和朝廷が国土を統一し，国としての日本
の形がしだいにできあがってきたことを理解
している。
★ペーパーテスト
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■小単元の目標
　源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，元との戦いについて，年表や歴史地図，想像図，文章資料，エピソードなど
を活用して調べ，武士による政治が始まったことを考えるようにする。

■小単元の評価基準

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・資料活用の技能 知識・理解

①源平の戦い，鎌倉幕府の
始まり，元との戦いなど
に関心をもって意欲的に
調べている。

①貴族のくらしと武士のく
らしを比較して学習問題
を見いだし学習計画を考
え表現している。
②武士による政治が始まっ
たことを源頼朝の業績と
関連付けて考え適切に表
現している。

①源平の戦い，鎌倉幕府の
始まり，元との戦いにつ
いて，年表や歴史地図，
想像図，文章資料，エピ
ソードなどを活用して，
必要な情報を集め，読み
取っている。
②調べたことを年表や作品
にまとめている。

①源平の戦い，鎌倉幕府の
始まり，元との戦いなど
をもとに，武士による政
治が始まったことを理解
している。

■本小単元における評価のポイント
　武士の世の中についての最初の小単元である。源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，元との戦いについて資料を活
用して調べることが中心となる。そこで，資料の収集と活用に重点をおく学習活動を展開したい。そのため，
「観察・資料活用の技能」は評価の重点となる。年表や歴史地図，想像図，文章資料，エピソードなどから必要
な情報を読み取り，整理して年表にまとめる段階で評価する。更に，「社会的な思考・判断・表現」の観点では，
導入の貴族のくらしと武士のくらしを比べて考え，学習問題を見出す場面での評価を指導に生かすことが大切で
ある。

■単元の主な展開と評価規準例�

時 目　標 主な学習活動 主な評価規準と評価方法（★）

1

☆武士のくらしや道具に関心
をもち，当時の生活につい
て調べるための学習問題を
つかみ，学習計画を立てる
ことができる。

・貴族のくらしと武士のくらしの
想像図を比べ，武士の生活の特
徴をつかみ，学習問題を立てる。
・学習問題の予想を考え，武士の
くらしについて調べる計画を立
てる。

関①資料を比べて気付いたことをノートに記述
し，調べようという意欲を高めている。
★話し合う活動の様子，ノートの記述
思①貴族のくらしと武士のくらしの想像図を比
べ学習問題を見出し，調べる計画を記述して
いる。
★ノートの記述

2

☆武士がどのようにして勢力
をのばしていったのかにつ
いて調べることができる。

・源平の戦いについて調べ，武士
が力をもってきた経緯や武士の
政治が始まった経緯をノートに
まとめる。

資①平氏と戦った源氏が勝利を収めたことにつ
いて，年表や歴史地図，想像図，文章資料，
エピソードなどを活用して，必要な情報を集
めて読み取り，ノートにまとめている。
★ノートの記述

社会 武士の世の中へ

武士は，どのようにして力をもつようになり，どのような政治を行ったのだろう。
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時 目　標 主な学習活動 主な評価規準と評価方法（★）

3

☆鎌倉幕府の始まりについて
調べることができる。

・源頼朝を中心とした年表や文章
資料から，源頼朝が鎌倉に幕府
を開き，武士を従えていった様
子について調べる。

資①頼朝が鎌倉に幕府を開き，武士が勢力をも
つようになり，武士による政治が始まったこ
とについて，文章資料，エピソードなどを活
用して，必要な情報を集めて読み取り，ノー
トにまとめている。

思② 武士による政治が始まったことを源頼朝の
業績と関連付けて説明している。
★ともにノートの記述

4

☆元との戦いの様子を調べ，
鎌倉幕府が全国的に力をも
ってきたことや元との戦い
の結果，幕府と武士の関係
が崩れていったことについ
て調べることができる。

・元との戦いを調べ，武士がどの
ような気持ちで戦ったのかにつ
いて調べる。
・元との戦いの結果，土地がもら
えなかった武士と幕府の関係に
ついて考える。

資①幕府が全国的に力をもってきたことについ
て，年表や歴史地図，想像図，文章資料，エ
ピソードなどを活用して，必要な情報を集め
て読み取り，ノートにまとめている。
★ノートの記述
思② 元との戦いと幕府・武士の主従関係が崩れ
ていったことを関連付けて考え，自分なりの
言葉で表現している。
★ノートの記述

5

☆武士の始まりから，元寇ま
でを年表にまとめ，当時の
武士の気持ちについて考え
ることができる。

・武士がどのようにして力をもつ
ようになり，どのような政治を
行ったのかについて，年表にま
とめる。
・年表中のできごとについて関係
する人物の台詞を考える。

知①源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，元との戦
いなどをもとに，武士による政治が始まった
ことを理解している。
★ペーパーテスト
資②武士がどのようにして力をもつようになり，
どのような政治を行ったのかについて，必要
な情報を整理し，年表にまとめている。
★年表作品

年 できごと くわしい内容

1167

1180

1185

1192

1274

平清盛が太政大臣に

なる

むすめを天皇のきさきにして

強い力をもった。

源の頼朝が兵をあげる

壇ノ浦の戦い 平氏がほろびる

鎌倉幕府が開かれる

元がせめてくる
1281…

…

…
…

…
…
…
…
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■小単元の目標
　京都の室町に幕府が置かれたころの代表的な建造物である金閣や銀閣，雪舟によって描かれた水墨画，能，茶
の湯，生け花など今に受け継がれている文化について，資料で調べたり，体験したりして調べて，今につながる
室町文化が生まれたことの意味を考えるようにする。

■小単元の評価基準

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・資料活用の技能 知識・理解

①京都の室町に幕府が置か
れたころの代表的な建造
物や絵画に関心をもち，
それを意欲的に調べてい
る。
②室町文化が今も多くの
人々に親しまれているこ
との意味を考えようとし
ている。

①室町時代の文化について
学習問題をもち予想を考
え表現している。
②室町文化の特色や今も多
くの人々に親しまれてい
ることの意味を考え適切
に表現している。

①写真資料や文章資料，エ
ピソードなどを活用して，
室町文化について必要な
情報を集めて読み取って
いる。
②調べたことをカードにま
とめている。

①金閣や銀閣，雪舟によっ
て描かれた水墨画，能，
茶の湯，生け花などをも
とに室町文化が生まれた
ことを理解している。

■本小単元における評価のポイント
　今も受け継がれている室町時代の文化について選択して調べたり，体験して調べたりすることができる小単元
である。また，この小単元では，「現在の自分たちの生活の基盤がどこにあるのか」や「遠い祖先の生活が自分
たちの生活と深くかかわっていること」を実感的に理解したり，考えたりすることができる。そこで，室町文化
が今も多くの人々に親しまれていることの意味を考える学習活動を重視したい。そのため，室町文化が今に受け
継がれている意味を考え文章にまとめる活動において，「社会的事象への関心・意欲・態度」や「社会的な思
考・判断・表現」の観点で評価することを重点としている。

■単元の主な展開と評価規準例�

時 目　標 主な学習活動 主な評価規準と評価方法（★）

1

☆室町時代に建てられた金閣
と銀閣に関心をもち，室町
文化について調べるための
学習問題をつかみ，学習計
画を立てることができる。

・金閣と銀閣の写真などの資料を
見て，室町時代の建造物につい
て調べる。
・現在の和室と銀閣東求堂同仁斎
の書院造を比較して共通点を探
し，学習問題を立て予想する。

関①資料を比べて気付いたことをノートに記述
し，調べようという意欲を高めている。
★話し合う活動の様子，ノートの記述
思①学習問題に対する予想を考えている。
★発言，ノートの記述

2

☆雪舟の水墨画について調べ
ることができる。

・雪舟の業績について文章資料で
調べカードにまとめる。

・水墨画を体験してみる。

資①②雪舟の水墨画について，観点にもとづい
て写真資料や文章資料，エピソードなどを活
用したり，体験したりして，必要な情報を集
めて，カードにまとめている。
★カードの記述

社会 今に伝わる室町文化

京都の室町に幕府が置かれたころの文化はどのようなものだったのだろう。
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時 目　標 主な学習活動 主な評価規準と評価方法（★）

3

☆室町時代に生まれたその他
の文化（能・茶の湯・生け
花・狂言）について選択し
て調べ，カードにまとめる
ことができる。

・能・茶の湯・生け花・狂言の中
から自分が調べたいものを選択
して資料を活用したり，体験し
たりして調べ，カードにまとめ
る。

資①②室町文化について，観点にもとづいて写
真資料や文章資料などを活用したり，体験し
たりして，必要な情報を集めて，カードにま
とめている。
★カードの記述

4

☆調べたことを発表し合い，
室町文化の様子について理
解する。

・自分が調べた室町文化について
カードを見せながら友達に説明
する。
・友達が調べた室町文化と自分が
調べた室町文化を統合して考え，
文化の特色をまとめる。

知①金閣や銀閣，雪舟によって描かれた水墨画，
能，茶の湯，生け花などをもとに室町文化が
生まれたことを理解している。
★ペーパーテスト

5

☆室町時代には新しい文化が
生まれ，これらが現在の生
活の中に生きている意味を
考えることができる。

・室町文化が現在に受け継がれて
いる意味を考え，600 字程度の
文章にまとめる。

関②室町文化が今も多くの人々に親しまれてい
ることの意味を考えようとしている。
★文章の記述
思② 室町文化の特色や今にも受け継がれている
ことの意味を，人物の業績や文化遺産として
の価値，受け継いできた人々の願いや努力な
どを根拠にして説明している。
★文章の記述

茶の湯体験レポート

　　　　　　　　6年 1組　○○○○

1.　日時と場所

　　○月○日　○○さんの茶室

2.　教えていただいたこと

　　茶道にはいろいろな流派があり…

3.　体験した感想

　　始めてだったのできんちょうしたけれど…
…
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■小単元の目標
　キリスト教の伝来，織田・豊臣の天下統一，江戸幕府の始まり，参勤交代，鎖国について，年表や資料などを
活用して調べたり，新聞に必要な情報を盛り込んでまとめたりして，戦国の世が統一され，身分制度が確立し，
武士による政治が安定したことを考えるようにする。

■小単元の評価基準

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・資料活用の技能 知識・理解

①キリスト教の伝来，織
田・豊臣の天下統一，江
戸幕府の始まり，参勤交
代，鎖国などに関心をも
って意欲的に調べている。

①戦国の世から，武士によ
る安定した政治にいたる
過程について，学習問題
に対する予想や調べ方を
考え表現している。
②人物の願いや業績と武士
による政治が安定を関連
付けて考え適切に表現し
ている。

①キリスト教の伝来，織
田・豊臣の天下統一，江
戸幕府の始まり，参勤交
代，鎖国について，年表
や資料などから読み取っ
ている。
②新聞に必要な情報を盛り
込んでまとめている。

①キリスト教の伝来，織
田・豊臣の天下統一，江
戸幕府の始まり，参勤交
代，鎖国の様子を理解し
ている。
②戦国の世が統一され，身
分制度が確立し，武士に
よる政治が安定したこと
を理解している。

■本小単元における評価のポイント
　信長，秀吉，家康の３人の武将によって戦国の世が統一され，家光によって武士による政治が安定したことに
ついて業績を軸に調べる小単元である。そこで，「観察・資料活用の技能」の観点については，単元のまとめの
段階で新聞を作成する場面を設けて，記事の内容で評価することも効果的である。更に，「思考・判断・表現」
の観点では，江戸幕府の政治が安定した理由について新聞の社説に自分の考えを書かせることで評価しやすい。
このように学習活動に対応して中心となる評価の観点を定めておくと評価しやすくなる。

■単元の主な展開と評価規準例�

時 目　標 主な学習活動 主な評価規準と評価方法（★）

1

☆武士による安定した政治に
至るまでについて調べるた
めの学習問題をつかみ，学
習計画を立てることができ
る。

・長篠の戦いと江戸城の屏風絵を
比べて２つの様子の違いを見出
し，学習問題を立てる。
・学習問題に対する予想や学習計
画を立てる。

関①資料を比べて気付いたことをノートに記述
し，調べようという意欲を高めている。
★話し合う活動の様子，ノートの記述
思①学習問題に対する予想と調べる視点や方法
を具体的に書いている。
★ノートの記述

２
〜
４

☆信長・秀吉・家康の３人が，
それぞれどのような政治を
行ったかを調べ，戦国の世
がどのようにして統一され
たのかについて理解する。

・織田信長が行った政治やキリス
ト教の伝来について調べる。
・全国統一をした豊臣秀吉がどの
ような社会の仕組みをつくった
のかを調べる。
・徳川家康が，どのようにして全
国の大名を従え，江戸幕府を開
いていったのか調べる。

資①３人の武将の行った政治について，年表や
資料などから読み取り，必要な情報を集めて
いる。
★ノートの記述
知①信長・秀吉・家康の３人が，それぞれどの
ような政治を行ったかを理解している。
★発表内容，ノートの記述

社会 戦国の世から江戸の世へ

どのようにして戦国の世から，戦いのない平和な世の中になっていったのだろう。
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時 目　標 主な学習活動 主な評価規準と評価方法（★）

５
〜
６

☆家光が行った政治について
調べ，どのようにして幕府
の力を安定させていったの
かについて理解する。

・大名の配置や武家諸法度，参勤
交代の制度を調べ，江戸幕府の
大名支配の仕組みを考える。

資①大名の配置や武家諸法度，参勤交代の制度
について，年表や資料などから読み取り必要
な情報を集めている。
★ノートの記述
知①大名の配置や武家諸法度，参勤交代の制度
を理解している。
★発言，ノートの記述

７
〜
８

☆江戸幕府が鎖国をするまで
の経緯，鎖国政策が国内に
及ぼした影響や海外との交
流について理解する。

・キリスト教の禁止や鎖国につい
て調べ，江戸時代の鎖国政策が
国内に及ぼした影響について考
える。

知②キリスト教の伝来，織田・豊臣の天下統一，
江戸幕府の始まり，参勤交代，鎖国などをも
とに，戦国の世が統一され，身分制度が確立
し，武士による政治が安定したことを理解し
ている。
★ノートの記述

９
〜
10

☆戦国の世から，戦いのない
平和な世の中になり，武士
による政治が安定したこと
について自分の考えを新聞
にまとめることができる。

・今までの学習を振り返り，安定
した武士の政治が確立したこと
を新聞にまとめる。

・新聞の社説に，人物の願いや業
績に触れながら，武士による政
治が安定したことについて，自
分の考えを交えて書く。

資②キリスト教の伝来，織田・豊臣の天下統一，
江戸幕府の始まり，参勤交代，鎖国について，
年表や資料などから読み取り，新聞に必要な
情報を盛り込んでまとめている。
★新聞
思② 人物の願いや業績と武士による政治が安定
したことを関連付けて考え，根拠となる歴史
的事象を示しながら，新聞やその社説に自分
の言葉を交えて記述している。
★新聞の社説

戦
国
新
聞

決戦 !! 長篠の闘い !!

信
長
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

社
説
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■小単元の目標
　黒船の来航，明治維新，文明開化などについて，資料を活用して調べ，廃藩置県や四民平等などの諸改革を行
い欧米の文化を取り入れつつ近代化を進めたことや西郷隆盛，大久保利通，木戸孝允らが果たした役割について
考えるようにする。

■小単元の評価基準

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・資料活用の技能 知識・理解

①黒船の来航，明治維新，
文明開化などについて関
心をもって意欲的に調べ
ている。
②西郷隆盛，大久保利通，
木戸孝允らが果たした役
割の大きさを考えようと
している。

①江戸時代と明治維新後の
社会の様子を比較して学
習問題を見出して調べる
計画を考え表現している。
②人物の業績を相互に関連
付けたり，世の中の変化
と人物の業績を関連付け
たりして，当時の人々が
日本の近代化に果たした
役割について考え適切に
表現している。

①明治時代の新しい国づく
りについて，エピソード
や文章資料などを活用し
て，必要な情報を集め，
読み取っている。
②調べたことを関係図にま
とめている。

①黒船の来航，明治維新，
文明開化などをもとに，
廃藩置県や四民平等など
の諸改革を行い欧米の文
化を取り入れつつ近代化
を進めたことを理解して
いる。

■本小単元における評価のポイント
　本小単元では，人物のエピソードや文章資料を活用して調べる活動が中心となる。そこで，「観察・資料活用
の技能」の観点で評価することが大切になる。調べる段階では，児童の学習状況をノートの記述などをもとに，
指導に生かす評価を行うことが大切である。まとめる段階では，必要な情報を整理・分類し，関係図にまとめさ
せ，「観察・資料活用の技能」の観点で指導した結果を記録する評価を行う。「社会的な思考・判断・表現」の観
点では，西郷・大久保・木戸が果たした役割についての自分の考えを文章にまとめさせて評価する。

■単元の主な展開と評価規準例�

時 目　標 主な学習活動 主な評価規準と評価方法（★）

1

☆明治時代のころの生活の様
子に関心をもち，当時の生
活について調べるための学
習問題をつかみ，学習計画
を立てることができる。

・幕末の日本橋の様子と明治初期
の日本橋の様子を比べて，２つ
の生活の様子の違いを調べ，話
し合う。

関①資料を比べて気付いたことをノートに記述
し，調べようという意欲を高めている。
★話し合う活動の様子，発言，ノートの記述

2

☆黒船が来航し，明治政府が
できた経緯について資料を
活用して調べることができ
る。

・黒船の来航によって開国し，江
戸幕府がたおれ，新しい明治政
府ができた経緯について調べる。
・どのようにして明治維新をすす
めたのか，西郷隆盛，大久保利
通，木戸孝允の思いについて調
べる。

資①黒船が来航し，明治政府ができた経緯につ
いて，エピソードや文章資料などを活用して，
必要な情報を集めて読み取っている。
★ノートの記述

社会 明治の国づくりを進めた人々

明治時代の人々は，どのようにして新しい国づくりをしていったのだろう。
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時 目　標 主な学習活動 主な評価規準と評価方法（★）

3

☆明治政府の諸改革について
資料を活用して調べること
ができる。

・大久保利通らが行った廃藩置県
や富国強兵，地租改正など，明
治政府の諸改革について調べる。

資①明治政府の諸改革について，資料を活用し
て，必要な情報を集めて読み取っている。
★ノートの記述
知①廃藩置県や四民平等などの諸改革を行い欧
米の文化を取り入れつつ近代化を進めたこと
を理解している。
★ノートの記述

4

☆明治時代になり，人々の生
活や考え方がどのように変
化したのかについて，資料
を活用して調べることがで
きる。

・欧米の文化が広く取り入れられ，
人々の生活が大きく変化したこ
とについて調べる。

資①人々の生活や考え方の変化について，エピ
ソードや文章資料などを活用して，必要な情
報を集めて読み取っている。
★ノートの記述

5

☆政府の改革に不満をもつ
人々がとった行動について
資料を活用して調べること
ができる。

・西南戦争や自由民権運動の高ま
りについて調べ，人々が新しい
政治に対してもっていた願いに
ついて考える。

資①西南戦争や自由民権運動の高まりについて，
エピソードや文章資料などを活用して，必要
な情報を集めて読み取りノートにまとめてい
る。
★ノートの記述

6

☆調べたことを整理し，明治
の世の中をつくった人たち
の関係図をつくることがで
きる。

・調べたことをもとにして，明治
の国づくりを関係図にまとめる。

資②明治時代の新しい国づくりについて，資料
などを活用して，必要な情報を整理し，関係
図にまとめている。
★関係図

7

☆関係図を見ながら，西郷隆
盛，大久保利通，木戸孝允
らが果たした役割について
考え，レポートにまとめる
ことができる。

・西郷隆盛，大久保利通，木戸孝
允らが果たした役割について考
え，自分の考えを 600 字程度の
文章に表す。

関②諸改革を行い欧米の文化を取り入れつつ近
代化を進めたことや西郷隆盛，大久保利通，
木戸孝允らが果たした役割を考えようとして
いる。
★レポート
思② 西郷隆盛，大久保利通，木戸孝允らが果た
した役割について自分の考えを文章で適切に
表現している。
★レポート

勝海舟

坂本龍馬

大久保利通

西郷隆盛

薩摩

長州

木戸考允 伊藤博文

大久保重信

板垣退助
明治新政府
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■小単元の目標
　地方公共団体や国の政治の働きについて，聞き取り調査をしたり資料を活用したりして調べ，政治は国民生活
の安定と向上を図るために大切な働きをしていることを考えるようにする。

■小単元の評価基準

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・資料活用の技能 知識・理解

①高齢者のための福祉政策，
地域の人々や国民の願い，
計画から実施までの期間
や過程，規模や予算など
に関心をもって意欲的に
調べている。
②政治が国民生活に果たす
役割の大切さを考えよう
としている。

①地方公共団体や国の政治
の働きについて，学習問
題や予想，学習計画を考
え表現している。
②政治の働きと国民生活と
を関連付けて，政治は国
民生活の安定と向上を図
るために大切な働きをし
ていることを考え適切に
表現している。

①地方公共団体や国の政治
の働きについて，聞き取
り調査をしたりや資料を
活用したりして必要な情
報を集め，読み取ってい
る。
②調べたことを関係図やレ
ポートにまとめている。

①高齢者のための福祉政
策，地域の人々や国民の願
い，計画から実施までの
期間や過程，規模や予算，
国会議員の選挙の様子な
どを理解している。
②政治は国民生活の安定と
向上を図るために大切な
働きをしていることを理
解している。

■本小単元における評価のポイント
　第 6学年の政治学習の最初の単元である。そこで，政治の働きについて関心を高め，「関心・意欲・態度」の
観点で評価することが大切になる。「社会的な思考・判断・表現」の観点では，政治の働きとわたしたちの生活
を関連付けて，「政治は国民生活の安定と向上を図るために大切な働きをしていること」を具体的に考えレポー
トにまとめさせ，評価することが大切である。

■単元の主な展開と評価規準例�

時 目　標 主な学習活動 主な評価規準と評価方法（★）

1

☆政治の働きに関心をもち，
わたしたちの願いと政治の
働きについて調べるための
学習問題をつかみ，学習計
画を立てることができる。

・高齢者の人口推移のグラフを読
み取り，高齢化がすすんでいる
ことをつかむ。
・高齢者の願いを資料から読み取
る。
・高齢者のための施設数のグラフ
を読み取り，施設が増えている
理由を考える。

関①グラフから読み取ったことをもとに，高齢
者のための福祉施設についての関心をもち，
調べようという意欲を高めている。
★ノートの記述，話し合う活動の様子

2

☆高齢者の願いがどのように
実現されているのかを調べ
ることができる。

・高齢者施設では，どのような活
動が行われているのかを調べる。

資①高齢者の願いがどのように実現されている
のか聞き取り調査や資料の活用を行い，必要
な情報を集めて読み取っている。
★ノートの記述

社会 わたしたちの願いを実現する政治

わたしたちの願いは，政治の働きによってどのように実現されているのだろう。
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時 目　標 主な学習活動 主な評価規準と評価方法（★）

３
〜
４

☆高齢者のための福祉施設が
どのようにしてできている
のかと役所の福祉政策につ
いて調べ関係図にまとめる
ことができる。

・役所の方の話や資料から，高齢
者のための福祉施設ができるま
での期間や過程，役所の福祉施
策を調べ，関係図にまとめる。

資②地方公共団体や国の政治の働きについて，
資料やインターネットの活用や聞き取り調査
などを行い，必要な情報を集めて関係図にま
とめている。

知①高齢者のための福祉施策，地域の人々や国
民の願い，計画から実施までの期間や過程，
規模や予算などを理解している。
★関係図

5

☆福祉施策にかかる費用の出
所を調べ，税金の働きにつ
いて調べることができる。

・福祉施策にかかる費用の出所を
調べ，税金の大切さを考える。
・予算を決める議会の働きについ
て調べノートにまとめる。

資①パンフレットや資料から必要な情報を集め
て読み取っている。
★ノートの記述
関②税金が国民生活に果たす役割について考え
ようとしている。
★ノートの記述

6

☆市区町村の仕事に大きく影
響している国会の働きや選
挙について調べることがで
きる。

・市区町村に補助金を出すための
予算を決めている国会の働きや
選挙について調べる。

資①国会の働きや選挙についてパンフレットや
資料から必要な情報を集めて読み取っている。
★ノートの記述

7

☆国の仕事を進める内閣や法
律によって問題を解決する
裁判所の働きについて調べ
ることができる。

・内閣や裁判所の働きについて調
べノートにまとめる。

資①内閣や裁判所の働きについてパンフレット
や資料から必要な情報を集めて読み取ってい
る。
★ノートの記述

8

☆政治が国民生活に果たす役
割について考えることがで
きる。

・高齢化に対する政治の働きをま
とめ，政治への願いや自分がで
きることを考え，600 字程度の
レポートにまとめ，友達に説明
する。

知②政治は国民生活の安定と向上を図るために
大切な働きをしていることを理解している。
★レポート
思② 民主政治の働きと国民生活とを関連付けて，
政治は国民生活の安定と向上を図るために大
切な働きをしていることを考え具体例を挙げ
て説明している。
★レポート，説明

高齢者施設ができるまで

話し合い
補助金

議決

提出
住民

準備会

役所 市区町村議会

国・都道府県

申請 決
定

施
設
が
で
き
る
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■小単元の目標
　我が国と経済や文化などの面でつながりが深い国の人々の生活の様子について，写真資料や文章資料などを活
用して調べ，パンフレット作品に必要な情報を盛り込んでまとめ，外国の人々と共に生きていくためには異なる
文化や習慣を理解し合うことが大切であることを考えるようにする。

■小単元の評価基準

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・資料活用の技能 知識・理解

①我が国とつながりが
深い国の人々の生活の様子
などに関心をもって意欲
的に調べている。
②異なる文化や習慣を理解
し合うことの大切さを考
えようとしている。

①我が国とつながりが
深い国の人々の生活の様子
について学習問題や予想，
学習計画を考え表現して
いる。
②外国の文化や習慣と自国
の文化や習慣を比較して，
外国の人々と共に生きて
いくためには異なる文化
や習慣を理解し合うこと
が大切であることを考え
適切に表現している。

①我が国とつながりが深い
国の人々の生活の様子に
ついて，写真資料や文章
資料などを活用して，必
要な情報を集め，読み取
っている。
②調べたことをパンフレッ
トにまとめている。

①我が国と経済や文化など
の面でつながりが深い国
の人々の生活の様子を理
解している。
②外国の人々と共に生きて
いくためには異なる文化
や習慣を理解し合うこと
が大切であることを理解
している。

■本小単元における評価のポイント
　日本とつながりの深い国について，自分が調べたい国を選択して学習することが学習活動の中心となる。そこ
で，「観察・資料活用の技能」の観点で，調べる過程におけるノートの記述や活動の様子から指導に生かす評価
を行うことが大切である。「社会的な思考・判断・表現」の観点では，それぞれの国の生活の様子を比べたり，
関連付けたりして考え，相違点や共通点をみつける活動で評価をする。更に，「社会的事象への関心・意欲・態
度」の観点では，外国の人々と共に生きていくために大切なことについて考えようとしている様子をレポートの
記述や説明する様子から評価することが大切である。

■単元の主な展開と評価規準例�

時 目　標 主な学習活動 主な評価規準と評価方法（★）

1

☆日本は外国と様々なつなが
りがあることに気付き，外
国の人々の生活の様子に関
心をもって学習問題をつか
み，学習計画を立てること
ができる。

・日本は外国とどのようなつなが
りがあるのかを資料から調べて
話し合う。
・日本とつながりの深い国の中か
ら１か国選択し，生活の様子を
調べる計画を立てる。

関①日本とつながりの深い国々の生活に関心を
もち，調べようという意欲を高めている。
★話し合う活動の様子，発言
思①学習問題に対する予想と調べる観点や方法
を適切に書いている。　
★ノートの記述

２
〜
４

☆自分が選んだ国の人々の生
活の様子について，計画的
に調べることができる。

・自分が選択した国の人々の様子
について，地図や地球儀，聞き
取り調査やＶＴＲ資料などをも
とに調べる。

資①我が国とつながりが深い国の人々の生活の
様子について，写真資料や文章資料などを活
用して，必要な情報を集めて読み取っている。
★ノートの記述，活動の様子

社会 日本とつながりの深い国々

日本とつながりの深い国の人々は，どのような生活をしているのだろう。


